
令和２（2020）年度事業報告書

－令和2年4月1日～令和3年3月31日－

学校法人　ミズモト学園



１ 法人の概要 

１ 建学の精神と教育理念 

■建学の精神  「心 技 知 友」 

健全な心を養い技術を磨き 知識を広め 友を作ろう 

「心」素直、反省、謙虚、奉仕、感謝、豊かな心を持とう 

「技」優れた技術を修得して世界に羽ばたこう 

「知」専門知識を極め、幅広い教養を育もう 

「友」学友は生涯の宝である 

 

   ■教育理念 

「プロを目指すなら一流を目指せ」 

他の人より優れた技術と知識を習得し、研究と努力を喜びとし、己の職業に誇りと 

生きがいを感じ、心身共に健全な人 これを一流のプロと言う 

「人間の能力は、その人の思考と努力によって無限に高めることができる」 

人は誰にでも図りしれない可能性を持っている、可能と思えば可能になり、不可能 

と思えば、その瞬間から不可能となる 

 

 

２ 法人の名称  学校法人ミズモト学園 

            静岡県浜松市中区東田町３６番８ 

 

 

３ 学校法人の沿革 

1973 年    「水元クッキングスクール」を開校 

1977 年    「東海調理師専門学校」を開校 

1984 年    「学校法人ミズモト学園」を設立 

1991 年    東海調理師専門学校に「製菓科」を新設 

1994 年    「東海マリンアクティブ専門学校」を開校 

「東海調理師専門学校」を「東海調理製菓専門学校」に改称 

2000 年    「東海マリンアクティブ専門学校」を「東海工科専門学校」に改称 

「自動車整備学科」を新設 

「東海調理製菓専門学校」を移転 

研修レストラン「プティ・カザリス」を開店 

2003 年    東海調理製菓専門学校に「通信課程製菓製パン科」を新設 

2005 年    「浜松医療福祉専門学校」を開校  「介護福祉科」、「鍼灸科」を設置 



2006 年    浜松医療福祉専門学校に「歯科衛生士科」を新設 

2012 年    浜松医療福祉専門学校に「こども学科」を新設  

2014 年    「東海工科専門学校」を「専門学校東海工科自動車大学校」に改称 

2015 年    「東海こども専門学校」を開校 

2016 年    専門学校東海工科自動車大学校に校舎を増築 

 

 

４ 設置する学校・学科等（令和 2 年 5 月 1 日現在） 

（１） 東海調理製菓専門学校 

    静岡県浜松市中区板屋町１０１番地の１１ 

課程 分野 学 科 昼夜 修業年限 入学定員 総定員 

専門 衛生 調理師科 昼間 １年 ４０名 ４０名 

専門 衛生 調理技術科 昼間 ２年 １１０名 ２２０名 

専門 衛生 ｼｪﾌ･ﾊﾟﾃｨｼｴ科 昼間 １年 ３０名 ３０名 

専門 衛生 製菓技術科 昼間 ２年 ８０名 １６０名 

 

（２） 専門学校東海工科自動車大学校 

    静岡県浜松市中区中沢町８０番１４号 

課程 分野 学 科 昼夜 修業年限 入学定員 総定員 

専門 工業 二級自動車整備学科 昼間 ２年 ４０名 ８０名 

 

（３） 浜松医療福祉専門学校 

    静岡県浜松市中区連尺町３０９番地の１１ 

課程 分野 学 科 昼夜 修業年限 入学定員 総定員 

専門 医療 現代はりきゅう科 昼間 ３年 ３０名 ９０名 

専門 医療 歯科衛生士科 昼間 ３年  ４０名 １２０名 

 

（４） 東海こども専門学校 

    静岡県浜松市中区東田町３６番８ 

課程 分野 学 科 昼夜 修業年限 入学定員 総定員 

専門 教育・社会福祉 こども学科 昼間 ２年 ４０名 ８０名 

 

（５） 学校法人ミズモト学園法人本部 

    静岡県浜松市中区東田町３６番８ 

 

 



５ 役員の概要（令和 2 年 6 月 1 日現在） 

区 分 氏  名 常勤・非常勤の別 

理事長 水元 久人 常 勤 

理 事 水元 重友 常 勤 

理 事 鈴木 英生 非常勤 

理 事 井上 光典 非常勤 

理 事 太田 一夫 非常勤 

理 事 塚原 勝二 非常勤 

理 事 大城 豊晴 非常勤 

監 事 池端 昭男 非常勤 

監 事 岡田 一臣 非常勤 

 

 

６ 評議員の概要（令和 2 年 6 月 1 日現在） 

氏  名 常勤・非常勤の別 

水元 重友 常 勤 

水元 三千子 非常勤 

塚原 勝二 非常勤 

伊藤 照子 非常勤 

水野 貴 常 勤 

高瀬 敏雄 非常勤 

大城 豊晴 非常勤 

鈴木 裕子 常 勤 

楠本 高大 常 勤 

田中 智明 常 勤 

渡邉 美里 常 勤 

内山 貴夫 常 勤 

磯崎 直行 常 勤 

 

 

 

 

 

 

 



７ 教職員の概要（令和 2 年 5 月 1 日現在） 

 
 

 

８ 学生の在籍者数 （令和 2 年 5 月 1 日現在） 

学校名 在籍者数 

東海調理製菓専門学校 ２６１名 

専門学校東海工科自動車大学校 ７３名 

浜松医療福祉専門学校 ９８名 

東海こども専門学校 ６７名 

 

 

 

 

 

２ 事業の概要 

１ 東海調理製菓専門学校 

（１） 調理技術科において、より専門性の高い調理師の養成ならびに教育の充実を図るため、

令和４年度よりコース制を廃止することとし、学科編成の申請手続きを行った。 

（２） 教育目標である「業界が求める即戦力となる調理師および製菓技術者の育成」に基づ

き、業界のニーズや学校関係者評価の結果に対応して、各学科の教育課程を見直し即

戦力として活用できる実践力、応用力を修得できる教育課程に変更することとし、申請

手続きを行った。 

（３） 各種規定および教科科目のシラバスの見直しを行い、学生便覧を編纂し令和 3 年度の

運用に向け整備を行った。 

 

２ 専門学校東海工科自動車大学校 

（１）「一級自動車整備学科」を廃止し、「二級自動車整備学科」のみの設置学科になったこと

から、同学科の教育内容、施設設備面において、二級自動車整備士養成に特化した学

習環境を整え、二級自動車整備士国家資格の取得に向けて教育活動を展開した。 

本務教員 兼務教員 本務職員 合　計

東海調理製菓専門学校 21 19 5 45

専門学校東海工科自動車大学校 4 3 1 8

浜松医療福祉専門学校 8 20 3 31

東海こども専門学校 6 16 0 22

合　　計 39 58 9 106



３ 浜松医療福祉専門学校 

（１）令和２年３月 31 日で「教育・社会福祉課程介護福祉科」の学生が卒業し在籍者が０人に

なったことから廃科および目的変更に伴う手続を行なった。 

（２）「医療専門課程現代はりきゅう科」は、令和元年度生から募集を停止し、令和３年３月 31

日で在籍者が０人になることから廃科に伴う教育体制を整備した。 

（３） 令和３年 4 月 1 日より校舎の移転および校名を「東海歯科衛生士専門学校」と変更する

こととし、それに伴う申請手続きおよび移転後の学習環境の整備を行った。 

 

４ 東海こども専門学校 

（１） 令和３年４月の浜松医療福祉専門学校の移転に伴い、東海こども専門学校の校舎の改

修を行ない、２校が学習する教育設備環境を整えた。 

 

５ 専門学校全体 

（１） コロナ禍により年度当初計画していた行事等の縮小、中止を余儀なくされたが、最大限

の感染防止対策を実施し、技術習得には欠かせない対面での学習環境を整えた。また

学習面、生活面、就職面の支援を中心に、保護者との連携を図り、学生の学習意欲を

向上させることで退学者の減少に努めた。 

（２） 新型コロナウイルス感染症の影響で、進学相談会や体験入学などの中止により高校生

との接触機会が減少し、例年通りの広報活動は縮小されたが、オンラインオープンキャ

ンパス、相談会などＷＥＢを活用した広報活動や、動画コンテンツの拡充等を行い、認知

度向上に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 財務の概要 

１ 令和２年度 決算の概要 

 

（１） 資金収支計算書 （令和２ 年 4 月 1 日～令和 ３ 年３月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収入の部

科　目 予　算 決　算 差　異

学生生徒等納付金収入 557,713,350 557,181,150 532,200

手数料収入 7,107,840 7,204,300 -96,460

寄付金収入 0 0 0

補助金収入 15,800,006 14,766,300 1,033,706

資産売却収入 250,000 1,990,000 -1,740,000

不随事業・収益事業収入 1,473,405 -1,313,722 2,787,127

受取利息・配当金収入 1,617,275 3,152,313 -1,535,038

雑収入 4,875,669 16,539,944 -11,664,275

借入金等収入 0 70,000,000 -70,000,000

前受金収入 414,189,223 415,353,640 -1,164,417

その他の収入 186,484,240 871,108,687 -684,624,447

資金収入調整勘定 -401,112,974 -445,614,513 44,501,539

前年度繰越支払資金 646,721,654 646,721,654

収入の部合計 1,435,119,688 2,157,089,753 -721,970,065

支出の部

科　目 予　算 決　算 差　異

人件費支出 268,340,261 268,908,141 -567,880

経費支出 211,249,878 173,969,732 37,280,146

借入金等利息支出 3,427,849 3,392,893 34,956

借入金等返済支出 82,246,066 152,246,066 -70,000,000

施設関係支出 73,410,000 68,310,000 5,100,000

設備関係支出 50,146,360 45,896,320 4,250,040

資産運用支出 3,240,000 3,348,055 -108,055

その他の支出 172,884,740 763,837,232 -590,952,492

資金支出調整勘定 -300,000 -56,274,141 55,974,141

翌年度繰越支払資金 570,474,534 733,455,455 -162,980,921

支出の部合計 1,435,119,688 2,157,089,753 -721,970,065

（単位：円）



（２）事業活動収支計算書（令和２ 年 4 月 1 日～令和 ３ 年３月 31 日） 

   

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：円）

科　目 予　算 決　算 差　異

学生生徒納付金 543,973,900 557,181,150 -13,207,250

手数料 6,022,840 7,204,300 -1,181,460

寄付金 0 0 0

経常費等補助金 19,402,304 14,766,300 4,636,004

不随事業収入 1,086,430 -1,313,722 2,400,152

雑収入 5,235,000 16,539,944 -11,304,944

教育活動収入計 575,720,474 594,377,972 -18,657,498

科　目 予　算 決　算 差　異

人件費 277,748,050 268,908,141 8,839,909

経費 309,332,858 266,210,023 43,122,835

うち、減価償却額 84,448,652 92,234,650 -7,785,998

教育活動支出計 587,080,908 535,118,164 51,962,744

-11,360,434 59,259,808 -70,620,242

科　目 予　算 決　算 差　異

受取利息・配当金 3,000,000 3,152,313 -152,313

その他教育活動外収入 0 0 0

教育活動外収入計 3,000,000 3,152,313 -152,313

科　目 予　算 決　算 差　異

借入金等利息 3,394,413 3,392,893 1,520

その他教育活動外支出 0 0 0

教育活動外支出計 3,394,413 3,392,893 1,520

-394,413 -240,580 -153,833

-11,754,847 59,019,228 -70,774,075

科　目 予　算 決　算 差　異

資産売却差額 0 489,998 -489,998

その他の特別収入 0 0 0

特別収入計　 0 489,998 -489,998

科　目 予　算 決　算 差　異

資産処分差額 0 1,145,130 -1,145,130

その他の特別支出 0 0 0

特別支出計 0 1,145,130 -1,145,130

0 -655,132 655,132

-11,754,847 58,364,096 -70,118,943

-111,095,066 -133,448,722 22,353,656

-122,849,913 -75,084,626 -47,765,287

-839,442,348 -839,442,348

0 0 0

-962,292,261 -914,526,974 -47,765,287

578,720,474 598,020,283 -19,299,809

590,475,321 539,656,187 50,819,134

事業活動収入計

事業活動支出計

（参考）

教育活動収支差額

教育活動外収支差額

経常収支差額

特別収支差額

基本金組入前当年度収支差額

基本金組入額合計

当年度収支差額

前年度繰越収支差額

基本金取崩額

翌年度繰越収支差額
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（３） 貸借対照表の状況 

 

貸借対照表（令和 3 年 3 月 31 日現在） 

 
 

 

 

 

 

（単位：円）

科　目 本年度末 前年度末 増　減

固定資産 2,683,688,001 2,661,599,049 22,088,952

　　有形固定資産 2,543,125,204 2,523,798,666 19,326,538

　　　土地 1,193,995,579 1,193,995,579 0

　　　建物 1,196,349,412 1,192,221,004 4,128,408

　　　構築物 22,103,402 25,295,590 -3,192,188

　　　教育研究用機器備品 106,607,296 84,419,100 22,188,196

　　　その他 24,069,515 27,867,393 -3,797,878

　　その他の固定資産 140,562,797 137,800,383 2,762,414

流動資産 780,383,939 743,389,810 36,994,129

　　　現金預金 733,455,455 646,721,654 86,733,801

　　　その他 46,928,484 96,668,156 -49,739,672

資産の部合計 3,464,071,940 3,404,988,859 59,083,081

科　目 本年度末 前年度末 増　減

固定負債 193,340,000 259,269,000 -65,929,000

　　　長期借入金 193,340,000 259,269,000 -65,929,000

流動負債 602,398,463 535,750,478 66,647,985

　　　短期借入金 65,929,000 82,246,066 -16,317,066

　　　前受金 417,561,640 404,601,296 12,960,344

　　　その他 118,907,823 48,903,116 70,004,707

負債の部合計 795,738,463 795,019,478 718,985

科　目 本年度末 前年度末 増　減

基本金 3,582,860,451 3,449,411,729 133,448,722

繰越収支差額 -914,526,974 -839,442,348 -75,084,626

　　　翌年度繰越収支差額 -914,526,974 -839,442,348 -75,084,626

純資産の部合計 2,668,333,477 2,609,969,381 58,364,096

負債及び純資産の部合計 3,464,071,940 3,404,988,859 59,083,081

資産の部

負債の部

純資産の部



（４） 財産目録（令和 3 年 3 月 31 日現在） 

 

Ⅰ　資産総額 3,464,071,940 円

　　うち　基本財産 2,543,125,204 円

　　うち　運用財産 920,946,736 円

Ⅱ　負債総額 795,738,463 円

Ⅲ　正味財産 2,668,333,477 円

　資産

　１．基本財産

　　　土地 1,193,995,579 円

　　　建物 1,196,349,412 円

　　　構築物 22,103,402 円

　　　教具・工具・備品 111,953,167 円

　　　図書 18,723,640 円

　　　その他 4 円

　２．運用財産

　　　現金預金 733,455,455 円

　　　その他 187,491,281 円

　資産総額 3,464,071,940 円

　負債

　１．固定負債 193,340,000 円

　　　長期借入金 193,340,000 円

　２．流動負債 602,398,463 円

　　　短期借入金 65,929,000 円

　　　前受金 417,561,640 円

　　　その他 118,907,823 円

　負債総額 795,738,463 円

　正味財産（資産総額－負債総額） 2,668,333,477 円

金　　額区　　　分


